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研究成果の概要（和文）：本研究は、脳卒中患者に対するvirtual reality (VR)技術を用いたトレッドミル歩行
の効果について、健常者12名、脳卒中患者10名を対象とし検証した。方法は、Unity(Unity Technologies社製)
を用いて無機質な風景のオプティカルフロー(OF)映像を作成し、HMDでVR映像を見ながらOF刺激なし、トレッド
ミル速度の100%、125%、および75%でのOF刺激の4つの条件下トレッドミル歩行を５分間実施した。その結果、実
際の歩行速度にVR映像の映像速度を25%上昇させた条件において歩行速度の改善が確認され、脳卒中患者の歩行
能力を効率的に向上させる可能性が考えられた。

研究成果の概要（英文）：In this study aimed to investigate the effects of virtual reality (VR) 
treadmill gait training under various Optic flow (OF) speeds in stroke patients and healthy 
controls. Twelve healthy young adults and 10 stroke patients walked on a treadmill with speed set at
 their comfortable walking speed for 5 min each under four conditions: no OF stimulation and OF 
stimulations at 100%, 125%, and 75% of the treadmill speed. In stroke patients, the walking time and
 number of steps were significantly reduced relative to the pre-training state from immediately to 
10 min after treadmill training at 125% OF stimulation speed. The walking rate also increased 
significantly 10 min after training. In healthy controls, the walking time decreased significantly 
from immediately to 10 min after training at 125% OF stimulation speed compared with the 
pre-training state. In conclusion, OF stimulation at a speed faster than the actual locomotion speed
 effectively increases the walking speed.

研究分野： リハビリテーション
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研究成果の学術的意義や社会的意義
脳卒中患者が歩行を獲得する利点は、生活範囲の拡大、生活の質の向上、心肺機能の維持・向上、廃用性低下の
予防、介助者負担の軽減などがあげられる。運動障害が軽度であれば、様々な実環境で歩行訓練が可能である
が、重症度によっては歩行訓練ができる空間も制限される。さらにリハビリテーション医療においては、1日に
提供できるリハビリに時間的制限があり、機械的技術を応用したリハビリシステムの構築は重要な課題である。
本研究では、脳卒中患者に対してVR技術を用いた歩行訓練が効率的に歩行能力を向上させかつ医療経済的にも有
効である可能性が考えられた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

 リハビリテーションの対象患者の主な疾患の一つに脳卒中がある。脳卒中は年間約 30 万人が

新たに罹患しており、患者数は 300 万人を超える（日本リハビリテーション医学会）。これを反

映して、介護保険制度の要介護者のうち約 24％が脳卒中患者で、寝たきり患者の約 4 割が脳卒

中後遺症によるとされている。また脳卒中患者では、活動量の減少に伴う筋力低下、転倒などに

よる 2次的な廃用が生じやすく、医療費増加の隠れた原因となっている。つまり、健康管理によ

り脳卒中の再発を予防し、リハビリテーションによって最大限の機能を回復させるとともに生

活の質を維持・向上させることは国民的課題といえる。 

 これらのことを踏まえ、今後のリハビリテーションに求められることは、最大限に機能を回復

させること、動作能力を向上させること、廃用性低下を予防すること、これらを短期間で実施で

きるリハビリテーション従事者と機械技術を融合したシステムを構築させることである。 

 

２．研究の目的 

一側の大脳半球に脳卒中を呈すると損傷側と反対側の上下肢に感覚運動麻痺を生じ、移動手

段である歩行や日常生活に大きな支障をきたす。歩行に対するリハビリテーションでは、立ち上

がりの反復訓練や装具を装着しての歩行訓練、体重を免荷した状態でのトレッドミル歩行訓練

などの下肢筋力への負荷を多くすることが重要視されている。しかし、これらの訓練は動作能力

といった量的な視点に着目したものであり、感覚運動麻痺の回復といった質的な側面を考慮す

ると感覚のフィードバックや他感覚を統合させることを含めた歩行訓練の確立が不可欠である。 

本研究は、Virtual reality （VR）技術を用いた歩行訓練が下肢機能や動作能力への影響を分析

し、効果的かつ効率的な歩行に対するリハビリテーションの確立を目的とする。 

 

３．研究の方法 

脳卒中患者に対する VR技術を用いたトレッドミル歩行の効果について、健常者 12 名、脳卒中

患者 10名(BRS：Ⅴレベル)を対象とし検証した。方法は、 Unity(Unity Technologies 社製)を

用いて無機質な風景のオプティカルフロー映像を作成し、HMD で VR 映像を見ながらトレッドミ

ル歩行を５分間実施した。条件 は①トレッドミルのみ(VR なし)、②トレッドミルと VR 映像速

度が一致、③トレッドミルに対して VR 映像速度を 25%上昇、④トレッドミルに対して VR映像速

度を 25% 低下の 4条件とし、1日 1条件ずつランダムに実施した。評価として、10ｍ歩行(快適

速度)の時間を、介入前、介入直後、5 分後、10 分後、20分後に計測した。 

 

４．研究成果 

視覚条件と時間の 2要因で二元配置分散分析を行った結果、健常者・脳卒中患者ともに歩行時

間に有意な交互作用が確認された。また、多重比較の結果、条件 ③（映像速度 25%上昇）のみ、

施行前と直後・5 分後・10 分後において有意な歩行時間の減少が確認された。これらのことか

ら、脳卒中片麻痺患者において、オプティカルフロー速度を変化させることで、その後の歩行速

度をより効率的に向上させることができる可能性が考えられた 

リハビリテーション医療においては、入院期間の短縮、1日に提供できるリハビリに時間的制

限があり、機械的技術を応用したリハビリシステムの構築は重要な課題である。本研究では、脳



卒中患者に対して VR 技術を用いた歩行訓練が効率的に歩行能力を向上させかつ医療経済的にも

有効である可能性が考えられ、引き続き検証を進めていき VR 技術を用いたリハビリテーション

の構築を図っていく。 
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